


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ことであろうか」 と指摘している （中静 1998：178‒80）。
27） 川村の指示で政府委員の参考資料は、「法令関係綴、
質疑応答綴、その他の参考綴というように、ぼう大な資
料が三冊の厚い綴にまとめられ」ていたという（簗 
1973b：10）
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